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l　はじめに

本年3月㌻10日に開催された国際ワークショップ

l原子力工学における放射線効果」．東京／東大院工・勝

村庸介教授主催　において，「荷電粒子およびフォトン

と物質の相互作用」と題して全体講演l）を行った．

この謁撮題目と同名の永年にわたる国際Bookn‘句ecl

（後述）によって，所期の目的どおり，本年1月に本（後

編）2）を出版したので．「ワークショップ」では，その概

要を紹介して放射線化学の基礎・応用における進歩と将

来姐判こついて述べた．　また．「ワークショップ」の主

題については．「本」の中にこの主題に一扱当するChapler

が勝村教授ほかによって寄稿されていることから．これ

R∝entAdYanCeSinR錮i細ionCknM或巧■andItsAppliG細iooto

Nucle訂Tech－dngy“地ⅠmPdamtSociallnt血
Y㈹bihiko H▲WO（乃勺やJ〃∫r血Jgげ花ぐ加Ob抑Pm傘∫▲ゞPr

か貯r血∫），

〒2馴）57横浜市金沢区能見台2－17－3，
Tfd∴αl5353一塩3，mX：（減5J53・髪33、

E一m血l‥blano・yqdihiko＠血ny・甜m

を中心に引用して説明し，さらに本稿著者自身の原子力

機構在任中の経験に」．らづいたコメントを加えた・「ワー

クショップ」の主題に．羨当する研究内容は．意外にも規

子力工学ならびに原子力研究開発コミュニティにおいて

軽視されてきた事実（具体的な内容については後述）が

あることから，これを指摘し．これらの分野・コミュニ

ティの将来へ向けて強い警鎧を与えた．

この講演の最中（9日正午頃）に，他動こよるかなり

大きな括れ（11日の本喪に対する前震M7とのこと）が

あったことから∴講演終了後は参加者の間で．日本のよ

うな地震多発国の原発に対する不安．懸念について会場

のあちこちで話が交わされていた．私は，水（液相のみ

でなく気机も合めて）の放射線分解による水素生成のメ

カニズムとGmこついて．また．これらの州体表lrlい界

面上での特異性などについて雑談を行ったと記憶してい

る．「ワークショップ」はIn日夕に終了．参加者は11日

朝までに散会した，その一一一部は東海村へ移勤し，11日午

後からのサテライトを予定していたと聞いている▲当然

のことながら．これは中1ヒされ参加者の多くはその帰

途が大幅に遅れたとのことである，

今回の「本」の出版2）と「ワークショップ．jの開催日

は．その直後の未曾有の大地震・津波そして原発事故と，

このように互いにまったく偶然の事象として起こった・

しかし，これらの糊には内容的に無視することが出来な

い重要な関連性が含まれている可能性が大きいと考えら

れる．事故の発生原因それ自身のみでなく∴関係者によ

るこれへの対処瓦その後に次々と起こる放射線・原子

力に関わる科学・技術上の問題とその社会的な影響に関

する情鰍こ触れるたびに、今回の「本」ならびに「ワー

クショップ」で指摘され懸念されていた諸課鹿が浮き彫

りにされつつあるように感ぜられる．また，さらに新し

い多くの重要な課題が生み出されつつあるようである・

r徽射線化学の基礎・応用における進歩」を担う本誌読者

は，これらの多くの課題について注意深い解析と対処を

強く促されている．後に，「4放射線化学の重要な役割j

において，これらについて私見を述べる，
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2　放射線化学の進歩と将来展望

－BookPrqectとその経縛－

この国際Book呵ectは以下に述べるようにIAEAの

長期（1兆5」1卵5）汁句ectがその発端となっている．こ

のlAEAPr（り∝tjJは．CurleとRo印tgenによる放射線
の発見以降1（氾年州にわたる放射軌と物門との糾Jl二作

目にl型する満杜研究の成県を．新しい世紀へ向けてまと

めることを目的としたものであり．その成果はIAEA報

告書3）に詳細にまとめられている．また，その骨子であ

る相互作用初期過程（物理的過程）に関する円azman－

ねn（トImoklltl理論とこれをシンクロトロン光および電子

線衝撃分光を用いて実証した実貞則こついて．Roentgen

X線発見l∝I年を記念として開催言れた10也ICRR，

Wurdhrg，1995の全体講演としての報告4）がある．

このIAEAPrqectは放射線と物質との相互作用の初

期過程（物理的過程）のみを主要な対象としているとこ

ろから．それに統く物pll化■7的返礼化ツ的返礼　生物

■17的過程も対射こ合めるべきであるとの痛いコメントが

各方面から寄せられた．また．その報告者ユ）のサーキュ

レーションが極めて不十分であったこともあって（その

後，本稿著者がIAEAへコメント5）した結果．現在で

はそのURL8）から人手可能），物理的過程から生物学的

過程に至る多くの基礎過程を対象とし，さらに応用につ

いてもサWベイを行うこととした本の出版が強く要望さ

れ．国際BookPrくりeCtがスタートした．放射線化学研

究者を中心として．これにlAEAn句ect参加者から選
考された物理学分野の研究者，さらに放射線に係る生物

7．1失ツ，エツ各分野の研究爪が加わって川際叫eclが

活発に進められて所期の目的が通成され　本が出版され

た7），

出版後間もなく，放射線に関する化学，物理学，生物

学．医学卜工学の各分野は言うまでもなく，これらとは

異なる多くの科学・技術の分野からも多様なPositil・eコ

メントがあり，それととともに，予期していなかった次

のような強い要望が編集者に届けられた，それは．過去

1∝）年間のサーベイは興味深く有用であるが．研究の現

状と将来展望をもっと詳しく．そして応岡も．さらに他

分野とのインターフェイスについてもサーベイして欲し

いというものであった．

編集ポと出版社（レフェリー）は．2005年q●はり，こ

れらのコメントおよび要望をよく検，i寸し・立上い†llI掩交換

を行って，新しい続版（後編）の素案つくりを始めた．

その結果に基づいて．国際的AdvisoryBoardの下で，国

際シンポジウム8）が20（汀牛に開催され　その結果を踏

第92号（加11）

まえてChaptcrTitleと執筆者が選考された．このように

して．本稿の最初に述べたように．続編（後編）が予定

通り本年1月に出版された．前編に対する触itiveコメ

ントおよび強い要望に基づいた編集作業の所期の目的は

十分達成されたものと考えている．

「本」（前鮎．後紬）ユ爪の内容は，後細2）の出版社のWb－

sitehtp：〝www．C†CpreSS．C）mからその概要を知ることが

できる，また，2ndAPSRC．myo，2∝塔のKeyndeLβC－

turepaper“Future托rspeCtlVeSOfRadiatlOnChemistry”9）

にもその概要が紹介されている．なお，後編Chaptell

lntr（血ctionユ）には，編集者による，前・後揃を通した

．－ChargedPbTlicleandPhotonTnteractionswithMatter”全

体としての重要な結論がまとめられている、その内容は

およそ次の通りである三・刀．

放射線と物質の相互作用の初期過程（物理的過程）に

関するPlatzmalトf包n0－1110kuti理論は，本稿著者らによ

るシンクロトロン放射光および電子線衝撃分光を用い

た分子の振動子強度分布．イオン化・励起・解離各断面

積の測定，超励起状態の電子状態とその解離ダイナミク

スの観測によって実証された．物理的過程に続く物理化

学的．化学的，生物学的過程から成る多くの基礎過程に

関する研究の成果は，それぞれの専門研究者によって前

編・後編の多くのChpterにまとめられている．これら

についても実験・理論ともにその進歩は著しい．応用研

究については，前編と後編の内容から互いに大変興味深

いコントラストを見ることができる．前編においては，

これがほぼまだ揺藍期にあることを示しているが．後編

ではこれが極めて多様で塵かになりつつあることを示

している．応用研究および他分野とのインターフェイス

構築は，いわゆる工学・技術分野のみでなく，基礎科学

分野へも及んで新しい風を送り続けていることに注目し

たい．

3　原子力エ掌における放射線効果

前編・後編2一刀の内容のうち今回の「ワークショッ

プ」t）の趣旨に直接関わるものについては，本号で関

係者による詳細な説明があるので，以下に各Chapterの

Titlc，SublitJeのみを挙げる．これらのChapterには，放

射線化学の観点から見て原子力工学において塞要とされ

ている研究の詳細がまとめられている．

●11－1鮎7〉

Chapter23：AppIcatlOnOlRadiationChemはtrytONu－

ClearTecllmOlogy（Y．Kalsumum）

1・Radiolysis or、Vater at ele～・ated temf妃mtllre
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」iadiatlOn efrect or cくX）l別状　Waterin nuclear

reactors．

2．Radial10ne鮎ctsiJIS匹nlnucl扮rruelreprocessing・

3．Radiatione鮎ctsreleva山Hobigh－levelwa或8托匹S－

itol■〉′，

●後編2）

Chapter34：Radiatio爪ChemistryinNuclearEngineer－

ing（上Tabgi．B．J，Mincher，M．Yan岨guChiandY Kaト

Sumura）．

1，Applicationofradiationchemistry10POWerplantsL

2・Radiationinduced processesin the spentnuclear

helreprocessing．

3，Geologicaldisposa］orhighlevelradioactivewaste．

また，「本」（後潟）2）の多くのChapterでは∴気相，超

臨界状態．液相，固相．表面・界面，生体系など種々の

条件下での水について．荷電粒子およびフォトンとの相

互作用が論じられていることが特徴の一つである．これ

らは基礎研究の観点から重要であるばかりでなく，応用

研究特に原子力の観点からも重要な知見と考えられる．

放射線化学の原子力工学における重要性は明らかであ

る．放射線化学を含む放射線研究が意外にも原子力工学

コミュニティにおいて軽視されているという事実は．ど

こにその原因があるか明らかにされねばならない．

4　放射線化学の重要な役割

今回の福島原発事故を契機として，国内外において，

原発を維持すべきか否か．維持する場合の方式と時間ス

ケジュール，廃炉・】1■し経年化炉への対処．新型炉・次世

代炉をどうするかという仙題が品じられ，また，エネル

ギー問題・環境問題全体の中での原子力エネルギーの位

訝付け，エネルギー源多様化と再生可能エネルギーへの

重点的移行の問題と原子力エネルギーの間組との関連

性．原発の炉のみでなくその施設全体における放射線効

果・影響の評価に関する閥題，放射線の自然環境．社会

への影響の問題などが指摘され論じられている．これら

の問題は分類・解析にいとまがないほどに多岐にわたっ

ている．これらに関する意見・情報交換は仁報道等から

伝えられる限り．真剣で活発なものに加えて∴対象とな

る㈹遇の視酢性と邦雄・邦栴となる知．描・†lH根が不十分

なことによる見かけ上　活発なものが多々＿はられる．

これらの問題の多くは，科学・技術上の問題に限定し

ても，相互に多岐にわたる関連性を持って複雑化してい

ることは概ね明らかである．また，報道等でよく見られ

るように∴社会的・政治的な要素が加わることによって，

さらに著しく複雑化しているようである．したがって，

本稿においでは．これらの問題を，本誌読者それぞれが

個人または一市民として注意深く考えて対処するべきも

のと，専門的にこれらの問題の少なくともその－一部と密

に関わる可能性が大きいと考えられる本誌読者がこの分

野の一一一一研究老い→教育者として対処するべきものとにま

ず大別することにし．ここでは後者の問題について以下

に私見を順不同で挙げることにする．

tH今回の「ワークショップ」は，偶然に大震災・原発
事故の直前に開催されたものであることから，「事故」に

よって生じた問題の内容を踏まえて，「ワークショップ」

の発表の内容はすべて現在の時点で再度冷静に注意深く

解析・評価してみることが必要である．

【21全体講演1）の後に行われた「‾雑談」のうち，水（液

相のみでなく気相も）の放射線分解における水素生成の

メカニズム　その固体表面・界面での特異性などの研究

はこの分野における新しい重要な実験テーマのW一つと考

えられる．

問放射線化学と原発事故とのこのような係わりを．こ

の機会に注意深く考えることは重要であるけれども，当

然のことながら，このような状況とは独立に，放射線化

学のいろいろな風面における研究の進展の歩みが滞るこ

とはなく，より一一一層深められねばならない．専門分野と

しての重要性を深めるのみでなく，その成果の広範な科

学・技術諸分野，社会への波及効果も重要であることを

強く認識するべきである．認識するのみでなく．的確で

具体的な啓棄活動を，国内外へ向けて行うことが必要で

ある．本稿で紹介した「本」（前編・後編）2，7）．そして

本字会によって出版された「放射線化学のすすめ，」10）は

ともに，互いに相補的な役割も生かすことによって．こ

の目的のための有用な資料の一つとして活用されること

が期待される．

【41放射線化学1さらに放射線に関わるいろいろな分

野での新たな人材育成に対して，より一層真剣に取り組

む必要がある．

【5】本誌の読者は放射線に係る専門の立場から，他分

野の研究者・教育者．学生，【一般市民に対して，放射線

に関する種々の基礎的な内零を啓蒙する活動を新たに行

う必要がある．上記の資料のうち特に後者10）は，このた

めにも有用である．このような啓蒙を行う場合には．放

射線化学のみでなく放射線に係る広範かつ基礎的な知識

と技術の内容を平易な言葉で伝える必要がある，今回の

事故を契機に伝えられる報道等に触れて，一般市民のみ

でなく多種多様な専門家，責任ある立場の者が，著しく

不適切，不十分な放射線に関する知識と理解のもとで発

言を行っていることに気がつく．

放射線化学
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【61エネルギー源の多様化と再生可能エネルギーの開

発は必須と考えられる．そのための研究開発に対して

も，物質のイオン化・励起・解離を伴う諸反応過程を専

門的に研究対象としている本誌読者または放射線化学研

究者の持つポテンシャルは高いと考えられる（参照：「高

効率アモルファスシリコン創製のためのシランプラズマ

中の反応制御：パルスラジオリシス法による研究」…

5　おわりに

以上本特集の「総論」に代えて，標記の踵目について

述べた・このたび国際的BookPrqectによる†叔射線化

学の進歩」をまとめた本の出版2）を行い，また国際ワー

クショップ「原子力工学における放射線効果」での全体

講演l）を行ったが，これらをその直後の大地窟・大津波・

原発事故と偶然に近接した事象として漠然と捉えること

は不適切であると考えている．この未曾有の原発事故と

それに引き続いて起こりつつある原子力，放射線に係る

．謝り題は，この「本」および「ワークショップ」の内容

と密接に闇址する洒分が多い．本納では．まず「ワーク

ショップ」の講演内容として．「本」の内容に即した「放

射線化学の基礎・応用における進歩」とその諸科学・技

術への波及効果を概説するとともに．特に「原子力工学

における放射線効果」について「本」の中のCbapterを

紹介した．おわりに，これらを踏まえて．放射線化学研

究者の一一人として今回の諸問題に対してどのように対処

すべきかについて私見を述べた．
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